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平成 18 年 11 月末現在の
人口の動き

●人口 13,901 人 （前月比 －  5 人）
 （前年比 ＋  47 人）

男 6,970 人 （－ 4 人）
女 6,931 人 （－  1 人） ●世帯数 3,940 世帯  前月比（＋ 5世帯）
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あけましておめでとうございます
町民の皆さまと共に
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町の花・はまな
す

町の木・くろま
つ

せいろう少年少女合唱団せいろう少年少女合唱団

観光ぶどう園観光ぶどう園

弁天潟の白鳥弁天潟の白鳥

加治川の桜加治川の桜 夏祭り花火大会夏祭り花火大会
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町
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
き
新
年
を
い
か
が

お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。

　

聖
籠
町
は
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
に
聖
籠

村
か
ら
聖
籠
町
と
な
り
新
潟
県
で
五
十
四
番

目
の
町
が
誕
生
し
、
今
年
八
月
に
三
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
幹
線
道
路
や
上
下

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
町
民
会
館
・

聖
籠
中
学
校
な
ど
の
施
設
整
備
や
町
独
自
の

農
業
・
教
育
・
福
祉
施
策
な
ど
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
四

年
に
は
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
「
当
面

は
合
併
し
な
い
」
こ
と
を
決
断
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
東
港
開
発
に
伴
う
固
定
資

産
税
を
柱
と
し
た
税
収
の
安
定
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
集
落
移
転

な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
開
発
に
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
が
お
り
、
そ
の
お
陰

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
制
施
行
三
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
ま

し
て
は
、
昨
年
か
ら
プ
レ
事
業
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
総
合

計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
『
緑
・
ふ
れ
あ
い
・

夢
づ
く
り
』
の
町
づ
く
り
に
向
か
う
新
し
い

一
歩
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
記
念

事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
政
で
は
、
昨
年
九
月
二
十
六
日
の
衆
・

参
両
院
本
会
議
で
自
由
民
主
党
の
安
倍
晋
三

総
裁
が
第
九
十
代
首
相
に
選
出
さ
れ
安
倍
内

閣
が
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
安
倍

首
相
は
、
こ
の
本
会
議
の
所
信
表
明
演
説
の

中
で
、
日
本
を
、
世
界
の
人
々
が
あ
こ
が
れ

と
尊
敬
を
抱
き
、
子
ど
も
た
ち
の
世
代
が
自

信
と
誇
り
を
持
て
る
「
美
し
い
国
、
日
本
」

を
国
民
と
と
も
に
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を

提
唱
し
ま
し
た
。

　

政
策
の
柱
と
し
て
は
「
活
力
に
満
ち
た

オ
ー
プ
ン
な
経
済
社
会
の
構
築
」、「
財
政
再

建
と
行
政
改
革
の
断
行
」、「
健
全
で
安
心
で

き
る
社
会
の
実
現
」、「
教
育
再
生
」、「
主
張

す
る
外
交
へ
の
転
換
」
の
五
項
目
を
掲
げ
、

引
き
続
き
、
歳
出
改
革
や
抜
本
的
な
行
政
改

革
を
進
め
る
と
と
も
に
人
口
減
少
社
会
に
備

え
た
安
心
な
社
会
の
構
築
や
教
育
再
生
な
ど

に
向
け
た
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
姿
と
し
て
国
民

に
と
っ
て
は
、
医
療
保
険
制
度
改
革
や
税
制

改
革
な
ど
新
た
な
「
傷
み
」
を
伴
う
厳
し
い

政
策
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
三
年
に

策
定
し
た
第
三
次
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計

画
が
平
成
十
七
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
前
期
基
本
計
画
の
評
価

を
基
に
策
定
し
た
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成

二
十
二
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
後
期

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
も
と
、
む
こ
う
五
年
間
の
町

づ
く
り
が
昨
年
の
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
ま
す
。
計
画
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は

事
務
事
業
と
組
織
機
構
の
抜
本
的
改
革
や
町

民
参
加
に
よ
る
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て
定
め
た
行
政
改
革
大
綱
と
併
せ
て
、

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
も
昨
年
の
九
月
に
四
期
目
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
平
成
六
年
に
町
長
就
任
以
来
、
私
の
町

づ
く
り
に
取
り
組
む
基
本
姿
勢
は
、
机
上
論

だ
け
で
は
な
く
町
民
の
皆
さ
ま
と
対
話
し
、

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
、
身
近
で
開
か
れ
た

も
の
と
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
町
民
対
話
」を
基
本
と
し
、

教
育
政
策
・
福
祉
政
策
の
充
実
と
農
業
振
興

政
策
・
環
境
政
策
・
安
全
で
安
心
な
地
域
づ

く
り
の
推
進
を
重
点
政
策
と
し
て
、
職
員
と

も
ど
も
町
政
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
今
年
一
年
の
限
り
な
い

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
亥
年
（
い
ど
し
）
―
―
十
二
支
の
最
後
の
干

支
で
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
は
、
日
本
列
島
の
南
部
、
本
州
や
四
国
、

九
州
地
方
な
ど
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
奄
美
大
島
や
沖

縄
な
ど
に
は
琉
球
イ
ノ
シ
シ
と
呼
ば
れ
て
い
る
小
型
の

も
の
が
生
息
し
て
お
り
、
そ
の
肉
を
使
っ
た
琉
球
イ
ノ

シ
シ
料
理
が
名
物
と
い
う
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

猪
首
（
い
く
び
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
イ

ノ
シ
シ
は
首
が
太
く
て
短
い
独
特
の
体
型
を
し
て
い
ま

す
。
口
吻
（
こ
う
ふ
ん
、
口
先
、
口
元
）
が
長
く
、
そ

の
先
に
円
盤
状
の
鼻
鏡
（
び
き
ょ
う
）
が
あ
り
ま
す
。

首
か
ら
背
に
か
け
て
の
剛
毛
は
怒
る
と
立
つ
の
で
、「
怒

り
毛
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
雑
食
で
、
キ
ノ
コ
や
タ

ケ
ノ
コ
な
ど
を
食
べ
ま
す
し
、
ヘ
ビ
や
カ
エ
ル
、
ミ
ミ

ズ
な
ど
の
動
物
も
食
べ
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
は
食
を
求
め
て
人
里
に
現
れ
、
栗
や
芋
、

稲
な
ど
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
芋
は
鼻
鏡
を
巧
み
に

使
っ
て
掘
り
起
こ
し
、
栗
は
牙
で
穴
を
開
け
て
食
べ
ま

す
。
ま
た
、〝
ぬ
た
を
打
つ
〞
と
い
っ
て
、
体
に
泥
を

塗
る
習
性
が
あ
る
の
で
、
田
ん
ぼ
や
畑
、
菜
園
を
荒
ら

す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
と
い
う
と
山
地
に
棲
ん
で
い
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
が
、
関
西
の
あ
る
ま
ち
で
は
、
住
宅
地
に
野
生
の

イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
餌
付
け

な
ど
で
人
間
を
恐
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
対
策
と
し
て
、
家
庭
か
ら
の
ご
み
出
し

の
ル
ー
ル
を
守
っ
た
り
、
餌
付
け
禁
止
や
ハ
イ
カ
ー
に

対
す
る
ご
み
の
持
ち
帰
り
を
呼
び
か
け
た
り
す
る
な
ど
、

地
域
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
・
四
字
熟
語
と
い
え

ば
「
猪
突
猛
進
（
ち
ょ
と
つ
も
う
し
ん
）」。「
周
囲
の

人
の
こ
と
や
状
況
を
考
え
ず
に
、
一
つ
の
こ
と
に
向

か
っ
て
猛
烈
な
勢
い
で
突
き
進
む
こ
と
」の
意
味
で
す
。

何
事
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
が
、
周
り

の
人
や
状
況
に
常
に
気
を
配
る
こ
と
も
、
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

干

支
紹 介

今
年
は

今
年
は

↘

↖

い
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
病
気
の
知
識

や
診
療
所
に
つ
い
て
今
年

も
皆
様
に
お
知
ら
せ
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
回
は
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

〈
肝
炎
の
種
類
〉

　

肝
臓
に
炎
症
が
起
こ
る
こ
と
を
肝

炎
と
い
い
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
炎
、
薬
剤
性
肝
炎
、
自
己
免
疫
性

肝
炎
（
自
分
の
体
を
本
来
守
る
免
疫

が
自
分
の
肝
臓
を
攻
撃
し
、
炎
症
を

引
き
起
こ
す
病
気
）
な
ど
原
因
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
今
回
の
話
は
、

ウ
イ
ル
ス
（
細
菌
よ
り
さ
ら
に
小
さ

な
病
原
体
）
に
よ
っ
て
お
こ
る
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い
て
で
す
。

〈
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
種
類
〉

　

現
在
肝
炎
を
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
は

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
名
前
が
つ
け

ら
れ
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
の
５

種
類
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
型
肝
炎
は
、
消
毒
し
て
い
な
い
生

カ
キ
や
衛
生
状
態
の
よ
く
な
い
国
で

生
水
、
氷
を
摂
取
し
た
後
に
感
染
し

て
肝
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
Ｅ
型

肝
炎
は
、
数
年
前
に
野
生
の
イ
ノ
シ

シ
や
シ
カ
の
生
肉
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
感
染
す
る
と
い
わ
れ
、
新
聞
な

ど
で
注
目
さ
れ
ま
し
た
（
医
学
的
に

は
「
生
肉
の
摂
取
」
や
「
〜
の
躍
り

食
い
」
は
避
け
た
方
が
よ
い
の
で
す

が
、
生
カ
キ
、
ユ
ッ
ケ
は
お
い
し
い

で
す
よ
ね
）。

〈
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
〉

　

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
は
、
い
ず
れ
も
ウ

イ
ル
ス
が
含
ま
れ
る
血
液
が
傷
口
な

ど
か
ら
体
内
へ
入
る
こ
と
に
よ
っ
て

人
へ
感
染
し
ま
す
。
子
孫
へ
遺
伝
す

る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｂ
型
肝
炎
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予

防
が
可
能
で
す
。
Ｃ
型
肝
炎
に
は
ワ

ク
チ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の

肝
炎
も
飲
み
薬
や
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
な
ど
の
注
射
薬
で
治
療
が
可
能
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
を
体
の
中
か
ら
排
除
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
場
合
、肝
炎
が
進
む
と
肝
硬
変
・

肝
癌
へ
と
進
む
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
肝
炎
を
進
行
さ
せ
な
い
よ
う
、

肝
機
能
を
で
き
る
だ
け
良
い
状
態
で

維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
定
期

的
に
通
院
し
、
服
薬
・
注
射
の
治
療

を
続
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
肝
癌
の

早
期
発
見
の
た
め
、
定
期
的
に
腹
部

超
音
波
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

〈
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
の
予
防
〉

　

血
液
を
介
し
て
感
染
し
ま
す
の
で
、

他
人
の
血
液
が
つ
き
や
す
い
カ
ミ
ソ

リ
、
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
共
有
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。
他
の
人
の
血
液
に
は

触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ど

う
し
て
も
触
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
、
ゴ
ム
や
ビ
ニ
ー
ル
製
の
袋
を

使
い
、
血
液
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
万
が
一
血
液
に
触
れ

て
も
傷
口
で
な
け
れ
ば
、
傷
つ
か
な

い
よ
う
に
水
道
水
で
よ
く
洗
い
流
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
日
本
赤
十
字
社
か

ら
病
院
へ
配
給
さ
れ
る
輸
血
は
、
厳

重
な
検
査
が
行
わ
れ
た
血
液
で
あ
り
、

輸
血
後
肝
炎
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
利
用
す
る
共
同
の
風
呂
、

食
器
、
ト
イ
レ
な
ど
の
使
用
で
Ｂ
・

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
可

能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｂ
・

Ｃ
型
肝
炎
の
方
と
日
常
生
活
で
普
通

に
接
し
て
い
て
も
感
染
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
ま
と
め
〉

　

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
に
対
す
る
予
防
は

大
切
で
す
。
ま
た
、
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、
主
治

医
と
一
緒
に
病
気
と
付
き
合
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

血
液
の
扱
い
に
注
意
す
れ
ば
、
一

般
的
な
日
常
生
活
で
感
染
す
る
可
能

性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
学
的
に
何
か

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

B型・C型肝炎の話B型・C型肝炎の話
旬がおいしい
野菜料理教室

　野菜嫌いの子どもたちに「野菜を食べさせるにはどうしたらいいのかしら？」と悩ん
でいませんか。
　町では、「元気においしく食べる子ども」を目指して、園児、児童を持つ保護者を対
象に、地元で取れる旬の野菜を利用した料理教室を開催します。ぜひ、ご参加ください。

○参加者の感想紹介○
・ メニューが野菜中心なので興味があり参加しました。実際に作っ
てみて子どもたちも積極的に手伝ってくれ、いつも以上に食べて
くれたことに驚きました。

・ 初めての参加でしたが、みんなでワイワイとできて楽しかったで
す。野菜だけでも十分なおかずになるのですね。

・ 魚のさばき方や野菜の処理の仕方など基本的なことが学べてよ
かったです。

・子どもを預かってもらえたので、集中してやれてよかったです。

　　　○会　場　保健福祉センター
　　　○時　間　10時～12時30分頃
　　　○講　師　聖籠町食生活改善推進協議会
　　　○持ち物
　　　　エプロン、三角巾、手ふきタオル、お米半合
　※準備のため１月19日㈮までに申し込みください。
　※保育ルームあります。

1/23
㈫

申し込み・問い合わせ
聖籠町保健福祉センター内

管理栄養士中川まで
℡　２７－６５１１

夏野菜、秋野菜料理教室の様子です。
夏野菜料理教室は夏休み中の実施だったので子どもたちも
一緒に参加してもらいました。
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冬道は慎重な運転を！
安全な速度と車間距離を

心がけましょう

車に乗ったなら
前も後ろも　すぐベルト！

～シートベルトは、しっかり締めましょう～
　

新
潟
県
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率

は
低
く
、
平
成
18
年
10
月
の
調
査
で

は
89
・
５
％
と
『
全
国
最
下
位
』
で

し
た
。（
一
般
道
に
お
け
る
運
転
席

の
着
用
率
）

　

ま
た
、
平
成
17
年
に
県
内
で
自
動

日本国内に住所がある、20歳以上60歳未満の方は、必ず国民年金に加入し保険料を納めます。

２階部分
勤務する事業所を通して加入
する年金です。年金額も基礎
年金に上乗せされます。

（厚生年金・共済組合）
会社員・公務員など

厚生年金・共済組合

国 民 年 金（基礎年金）

第１号被保険者
自営業・農林漁業・学生・フ
リーアルバイター・無職の方
などで20歳以上60歳未満の方
 

自分で納めます。

お支払いが困難な場合には、
学生納付特例制度や保険料免
除制度などがあります。

第２号被保険者
厚生年金や共済組合に加入して
いる会社員や公務員などで就職
時～65歳未満の方
※   65歳以上の加入者については、
老齢・退職年金の受給資格を
有していない方に限ります。

 

厚生年金、共済組合がまとめて
支払っています。

第３号被保険者
第２号被保険者に扶養されてい
る配偶者（夫または妻）で20歳
以上60歳未満の方
 

国民年金保険料は、配偶者の加
入している年金制度が負担しま
すので、個人で納める必要はあ
りません。

国民年金保険料の額（平成18年４月から平成19年３月まで）

１か月　13,860円

　保険料は、20歳から60歳までの40年間納めます。
毎月の保険料は、翌月の末日までに納付することになっています。
同じ国民年金保険料でも、口座振替や前納をすると割引がおおきくお得です！
　申し込みは簡単ですので、お住まいの市町村役場か最寄りの社会保険事務所にてご相談ください。

お問い合わせ先　聖籠町役場 町民課 国民年金担当　☎２７－２１１１（内線１１２）
　　　　　　　　新発田社会保険事務所　　　　　　☎２３－２１２０

○免除の申請に必要なもの
　印鑑、本人確認できるもの（免許証または健康保険証）、学生証（学生の場合）

１階部分
20歳以上60歳未満のすべて
の方が加入します。年金の
ベースになっている部分で
す。（基礎年金）

保険料の
納め方

保険料を納められない場合は未納のままにせず、免除等の申請を行ってください。
※ 保険料を未納のまま放っておいたり、申請手続きが遅れたりすると、万一の場
合の「障害基礎年金」などが受けられない場合があります！

交通安全に
関することは
　役場生活環境課

☎２７―１９６２
（直通）

交交 通
安 全
交 通
安 全
Ｎ
ＥＷＳ
vol. 57

町の交通事故

発生状況
区分

年

11月 １月～11月（累計）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成18年 18 0 27 90 1 131

平成17年 11 0 13 113 2 161

増　減 ＋7 0 ＋14 －23 －1 －30

　

町
と
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め

毎
年
、
高
齢
者
交
通
安
全
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
交
通
安

全
協
会
聖
籠
支
部
も
加
わ
っ
て
聖
海

荘
に
お
い
て
、
11
月
22
、
29
、
30
日

の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
約
410
名
の
高

齢
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
講
話
で
、
高
齢
者
事
故

の
実
態
と
特
徴
、
明
る
い
服
装
や
反

射
材
の
効
果
、
交
通
ル
ー
ル
の
大
切

さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

続
い
て
交
通
安
全
協
会
の
役
員
と

交
通
安
全
指
導
員
に
よ
る
パ
ネ
ル

ゲ
ー
ム
や
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
に
参
加
し
た
藤
寄
の
松
井
久

一
さ
ん
（
71
）
は
「
楽
し
く
分
か
り

や
す
い
内
容
で
、
交
通
安
全
の
大
切

さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
昼
に
母
の
会
が
出
し
て
く
れ
た
豚

汁
も
お
い
し
か
っ
た
し
、
来
年
も
参

加
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
交
通
安

全
意
識
を
高
め
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
母
の
会
の
み
な
さ
ん
の
手

に
よ
り
参
加
者
の
靴
に
反
射
材
シ
ー

ル
を
貼
っ
た
り
、
反
射
材
を
使
っ
た

グ
ッ
ズ
も
紹
介
し
て
、
夕
暮
れ
時
の

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

冬道は慎重な運転を！
安全な速度と車間距離を

心がけましょう

車に乗ったなら
前も後ろも　すぐベルト！

～シートベルトは、しっかり締めましょう～

高齢者のみなさん
これからも無事故で！

―高齢者交通安全研修会開催―

高齢者のみなさん
これからも無事故で！

―高齢者交通安全研修会開催―

　

新
潟
県
の
冬
は
、
降
雪
や
路
面
の

凍
結
は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
冬

道
の
運
転
に
向
け
た
心
構
え
や
準
備

は
万
全
で
す
か
?

　

冬
道
は
降
雪
や
路
面
の
凍
結
に
よ

り
、
歩
行
者
事
故
や
ス
リ
ッ
プ
事
故

が
多
発
し
ま
す
。
速
度
を
控
え
、
急

発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ

を
慎
み
ま
し
ょ
う
。

 

ま
た
、
歩
行
者
と
の
間
隔
や
車
間

距
離
に
気
を
配
る
な
ど
、
よ
り
慎
重

な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

車
乗
車
中
の
事
故
で
死
亡
し
た
方
は

73
人
で
す
。
こ
の
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
者
は
わ
ず
か
23
人
で
、
着
用

率
は
31
・
５
％
で
す
。（
全
国
ワ
ー

ス
ト
７
位　

全
国
平
均
は
43
・
３
％
）

　

非
着
用
者
50
人
の
う
ち
、
着
用
し

て
い
れ
ば
30
人
は
命
が
助
か
っ
た
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
ま
さ
に
生
死

を
分
け
る
命
綱
。
あ
な
た
の
大
切
な

〝
命
〞
は
も
ち
ろ
ん
、同
乗
し
た
〝
家

族
〞
を
し
っ
か
り
守
り
ま
す
。

　

車
に
乗
っ
た
ら
同
乗
者
も
含
め
て

カ
チ
ッ
と
ベ
ル
ト
を
締
め
ま
し
ょ

う
。

※
尊
い
命
を
決
し
て

 

無
駄
に
し
な
い
で
く
だ
い

パネルゲーム

交通安全指導員の寸劇
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《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆弁護士相談（要予約）
　25日㈭
◆心配ごと相談
　４日㈭　17日㈬
　２月７日㈬

町社会福祉協議会
☎27－6767
◆行政相談
　９日㈫

役場総務課（内線223）
◆乳幼児健康診査・各種学級
〇育児学級
　９日㈫午後１時30分～
〇２歳児親子歯科健診
　15日㈪午後１時15分～
〇マタニティーママの
　　　　　リフレッシュ教室
　16日㈫午前９時30分～
〇３歳児健診
　25日㈭午後１時15分～
〇乳児健診
　26日㈮午後１時15分～
◆各種予防接種
　１月実施の予防接種はあり
ません。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ

お問い合わせ先
町　役　場 ☎２７－２１１１
町 民 会 館 ☎２７－２１２１
図　書　館 ☎２７－６１６６
保健福祉課（保健福祉センター内）

☎２７－６５１１
診　療　所 ☎２７－１２３４

1 月 の 行 事

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

1
月

4
日
・ 

年
頭
の
あ
い
さ
つ

7
日
・
消
防
出
初
式

8
日
・ 

東
京
新
潟
県
人
会
新
年
祝
賀

会

10
日
・
交
通
安
全
合
同
出
初
式

12
日
・ 

聖
籠
町
新
春
賀
詞
交
歓
会

15
日
・
区
長
会
議

16
日
・
新
潟
県
町
村
会
臨
時
総
会

30
日
・
全
国
町
村
会
理
事
会

31
日
・ 

全
国
町
村
会
定
期
総
会

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

　昭和52年８月に聖籠町が誕生して今年で30周年を迎えます。これを記念し
た様々な記念事業を行う予定であり、すでに、記念事業に先駆けてプレ事業
を昨年秋から開始しております。
　そこで、町制30周年を契機に新たなまちづくりへのスタートを印象づける
ようなキャッチコピー（人の注意を引く宣伝文）を募集します。また、テー
マについては“夢”とします。
　選考は町制施行30周年記念事業実行委員会で行い、最優秀作品１点に図書
カード（5,000円相当）を進呈するとともに、採用となった際には事業PRで
広く活用させていただきます。なお、結果は町広報紙でお知らせいたします。
　町制30周年記念として多くの皆さんの応募への参加をお待ちしております。
■応募方法
・ 広報紙添付の町制ポスト用のはがき、または、E-メールで次の事項を記

入してお送りください。ひとり３点まで応募可とします。
　①タイトル　②ねらい　③住所・氏名・年齢・連絡先
【例】①タイトル『 みんなで創りあげる私たちのまち“せいろう”』

② ねらい： 当面は合併せず自立したまちとして、町民とともに夢を持っ
た魅力あるまちを創り上げていくことを誓って…など

〈町制20周年のときは、『今から未来へ新たな旅立ち聖籠町』でした。〉
■締切り
　平成19年１月26日㈮
・採用作品となった場合でも、多少修正を加えることがあります。
■その他　
　町ホームページに町制施行30周年のページがありますのでご覧ください。

役場総務課総合政策係　
☎２７－２１１１（内線２２７）
Ｅ-メール　hamanas@inet-shibata.or.jp

町制30周年
キャッチコピーを

募集します!

　

聖
籠
町
で
は
、
町
で
働
く
こ
と
を

希
望
さ
れ
る
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム

職
員
の
登
録
制
度
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

登
録
さ
れ
た
方
の
う
ち
か
ら
、
役

場
業
務
で
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
が
必

要
に
な
っ
た
つ
ど
雇
用
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

　

応
募
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
応
募
資
格

　

事
務
職
に
つ
い
て
は
50
歳
以
下
、

そ
の
他
の
職
に
つ
い
て
は
、
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
の
規
程
に
準
じ
ま

す
。（
段
階
的
に
65
歳
）

■
応
募
の
方
法

１ 

．
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

２
．
住
民
票
（
１
通
）

　

 　

一
緒
に
役
場
総
務
課
総
務
管
理

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　

平
成
19
年
２
月
28
日
㈬

■
雇
用
条
件

　

給
与
・
勤
務
条
件
等
は
「
聖
籠
町

非
常
勤
職
員
取
扱
要
綱
」
に
よ
り
ま

す
。

■
登
録
の
有
効
期
限

　

登
録
の
有
効
期
限
は
１
年
で
す
。

　

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
も
平

成
19
年
度
の
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、

新
た
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。役

場
総
務
課　

総
務
管
理
係

☎
２
７―

２
１
１
１（
内
線
２
２
３
）

登
録
し
ま
せ
ん
か

町
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

登
録
し
ま
せ
ん
か

町
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

　町教育委員会では、今年の４月から町
内の小学校、中学校へ入学する児童・生
徒の保護者の皆さんに、入学期日および
学校名等を１月末日までに郵送で通知し
ます。
　通知書が届かない、または通知書内容
に異動や誤りがある場合は至急教育委員
会（学校教育課）へご連絡ください。
○小学校新入学児童
　平成12年４月２日から平成13年４月１
日までに生まれた人。
○中学校新入学生徒
　平成６年４月２日から平成７年４月１
日までに生まれた人。
※ １月末までに届かない場合はご連絡く
ださい
町教育委員会学校教育課

☎２７－２１１１（内線３０３）

小・中学校の
入学通知書を
お届けします

小・中学校の
入学通知書を
お届けします

１月14日㈰
　午前10時～午後３時

新発田城址公園
新発田市内外、全国各地から多数の

伝統・創作雑煮を一堂に会し味の競演
を行い、新発田から「日本一の具沢山
雑煮」 ～新発田名物料理～ を全国に
発信します。
※ 市内飲食店をはじめ県内外から40店

舗が出店予定
主催：新発田商工会議所青年部
共催：新発田市ほか

新発田市観光振興課
☎２２－３１０１

「第３回城下町しばた
全国雑煮合戦」開催

「第３回城下町しばた
全国雑煮合戦」開催

診療所休診
のお知らせ

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

　１月19日㈮、診療所は改修工事の
ため休診させていただきます。
　ご迷惑をおかけしますがよろしくお願
いいたします。

聖籠町国民健康保険診療所
☎２７－１２３４

テーマは“夢”

広報せいろう「１月お知らせ
号」はお休みします

役場総務課広報担当
☎２７－２１１１（内線２２６）
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高
齢
者
を
狙
う

　

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

■ 

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

の
特
徴

〇 

だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
き
に
く

い

　

悪
徳
業
者
は
、
優
し
い
言
葉
で
近

づ
き
、
高
齢
者
の
話
し
相
手
に
な
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

○ 

被
害
に
あ
っ
て
も
誰
に
も
相
談
し

な
い

　

被
害
に
あ
っ
て
も
迷
惑
を
か
け
た

く
な
い
、
だ
ま
さ
れ
た
自
分
が
悪
い

と
自
分
を
責
め
る
方
も
い
ま
す
。

　

悪
徳
業
者
の
中
に
は
、
巧
み
な

セ
ー
ル
ス
の
会
話
で
「
誰
に
も
言
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
口
止
め
を
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

■ 

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
の

注
意
点

○
契
約
者
本
人
の
場
合

１ 

．
見
る
だ
け
、
話
を
聞
く
だ
け
と

い
わ
れ
て
も
、
知
ら
な
い
人
は
家

に
入
れ
な
い
。

２ 

．
訪
問
者
が
ど
こ
の
誰
か
、
何
の

用
か
が
わ
か
る
ま
で
ド
ア
を
開
け

な
い
。

３ 
．
本
当
に
必
要
な
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
な
の
か
を
よ
く
考
え
、
必
要
な

い
と
き
は
、
は
っ
き
り
断
る
。

４ 

．
そ
の
場
で
決
め
ず
、
契
約
の
前

に
家
族
や
身
の
回
り
の
人
に
相
談

す
る
。

５ 

．
契
約
や
工
事
を
急
が
せ
る
業
者

に
は
気
を
つ
け
る
。

○
身
近
な
方
々
の
気
づ
き

１ 

．
見
慣
れ
な
い
人
物
が
出
入
り
し

て
い
る
。

２ 

．「
日
用
品
を
無
料
で
も
ら
え
る
」

な
ど
の
会
話
に
注
意
す
る
。

　

催
眠
商
法
が
近
所
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
手
口
に
乗
っ
て
い

な
い
か
。

３ 

．
玄
関
先
に
見
慣
れ
な
い
段
ボ
ー

ル
箱
や
新
し
い
商
品
が
お
い
て
あ

る
。

４ 

．
新
し
い
布
団
や
多
量
の
健
康
食

品
、
医
療
用
具
な
ど
普
段
見
慣
れ

な
い
も
の
が
必
要
以
上
に
あ
る
。

５ 

．
お
金
に
困
っ
て
い
る
様
子
が
見

ら
れ
る
。

　

契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
制
度
が
あ
り
無
条
件
で

解
約
で
き
ま
す
。

　

訪
問
販
売
の
場
合
に
は
、
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
8
日
以
内
で
あ

れ
ば
可
能
で
す
。

■
相
談
窓
口

役
場
総
務
課
☎
２
７―

２
１
１
１

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５―

２
８
５―

４
１
９
６

　

へ
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
に
入
り
県
内
で
は
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

新
発
田
広
域
管
内
で
も
、
過
去
５
年

間
で
18
名
、平
均
す
る
と
毎
年
３
・
６

名
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
冬
期
に
お
け
る
住
宅
火
災
の

主
な
原
因
は

①
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
不
注
意

② 

天
ぷ
ら
鍋
の
掛
け
忘
れ
・
消
し
忘

れ
③
た
ば
こ
の
不
始
末

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
住
宅
火
災
で
は
全

国
的
に
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
り
複
数

の
死
者
が
同
時
に
発
生
す
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
用
「
火
災
警

報
器
」
の
早
期
設
置
が
強
く
望
ま
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
各
家
庭
で
も
火
災

等
に
備
え
、
避
難
路
（
２
方
向
）
及

び
避
難
口
の
確
保
に
努
め
て
下
さ

い
。

※ 

石
油
ス
ト
ー
ブ
使
用
時
の
注
意
点

は
！

① 

洗
濯
物
な
ど
燃
え
易
い
も
の
を
近

づ
け
な
い
。

②
給
油
時
は
必
ず
火
を
消
す
。

③ 

給
油
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
は
確
実

に
閉
め
る
。

平成18年管内火災発生状況

うち建物

24（24）

 8（12）

 7（ 6）

（12月７日現在）
※（　）は前年数値

計

33（26）

 8（16）

 9（ 8）

市町名

新発田市

胎 内 市

聖 籠 町

お詫びと訂正
　広報せいろう12月号10ページ人事行政の運営等状況「⑺　特別職
の報酬等の状況」の表中次のとおり誤りがありましたのでお詫びし
て訂正いたします。

●誤　６月期　1.70月分　→　正　1.60月分
●誤　12月期　1.60月分　→　正　1.70月分

高
齢
者
を
狙
う

　

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

―
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う―

★
訪
問
販
売
（
消
火
器
、
ふ
と
ん
、
放
射
性
岩
石
類
が
多
い
で
す
）

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

　新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心として広く各層への献血思想の普及と献血者が減少しがちな
冬季における献血者の確保を図ることを目的に、１月１日から２月28日まで全国一斉に「はたちの献血」キャ
ンペーンが実施されています。
　血液製剤の多くは高齢者の医療に使われています。また、献血者は20歳代を中心に50歳未満の若い世代が大
半を占めています。今後、少子高齢化により血液の需要が増加する一方で、献血可能人口が減少し、必要とさ
れる血液が不足することが予想されています。
　血液は人工的に作ることができません。皆様の善意で献血に御協力をお願いします。
　県内では、献血バスが各市町村を巡回している他、３箇所の献血ルームで毎日
受付を行っていますので、ぜひお立ち寄りください。
　血漿成分のみを採血する成分献血の場合、全血献血（200ml・400ml献血）に
比べて、赤血球を体にお返しするため、体への負担が軽くて済むとともに、より
多くの血漿成分（400ml献血に比べて約1.9倍）を献血することができます。
■期　　間
　１月１日～２月28日
■実施機関
　新潟県、日本赤十字社新潟県支部、新潟県赤十字血液センター
　 県庁医薬国保課　薬務係　☎０２５－２８５－５５１１（内線２５５５）

「はたちの献血」キャンペーン実施中 「はたちの献血」キャンペーン実施中 

月の届出
げんきなよい子

出生
赤ちゃん 保護者 行政区

唯
ゆい

　斗
と
ちゃん （ 松本　正巳 ） 亀　塚

裕
ゆう

　大
だい

ちゃん （ 小池　秀樹 ） ひばりが丘

拓
たく

　人
と
ちゃん （ 小幡　友和 ） 網代浜

彩
あや

　香
か
ちゃん （ 小川　和也 ） 亀　塚

曜
よう

　平
へい

ちゃん （ 原　　健次 ） 旭ヶ丘

菜
な
乃
の
子
こ
ちゃん （ 原　　健次 ） 旭ヶ丘

恋
れん

　樺
か
ちゃん （ 八幡　将智 ） 大夫興野

琉
る
　衣

い
ちゃん （ 桐沢　和真 ） 東　山

利
り
乃
の
亜
あ
ちゃん （ 藤井　賢太 ） 藤　寄

実
み
　優

ゆう
ちゃん （ 丸山　克敏 ） ひばりが丘

新郎・新婦 行政区

渡　辺　新
しん

　吾
ご
さん ｝ 次第浜

（二瓶）　まゆみさん

（福田）　正
まさ

　人
と
さん ｝ 桃　山

長　山　桐
きり

　子
こ
さん

幸多い人生を
婚姻

氏　名 年齢 行政区

田　中　ヨツノさん （91歳） 藤　寄

高　橋　　　正
ただし

さん （73歳） ひばりが丘

高　橋　テツエさん （88歳） 道賀新田

長　橋　藤
とう

次
じ
郎
ろう

さん （90歳） 次第浜

相　馬　ハ　ルさん （82歳） 本大夫

斎　藤　太
た
　一

いち
さん （82歳） 蓮　潟

小　菅　春
はる

　吉
きち

さん （69歳） 次第浜

高　橋　ブ　ンさん （92歳） 次第浜

高　橋　タケノさん （84歳） 網代浜

新　保　ユ　キさん （90歳） 杉谷内

ごめいふ
くをお祈りします
死亡

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

入　札　結　果
入札日　H18.10.30～11.20

件　　名 契約額
(円) 業 者 名

納入完了日又は
工事（委託）
期間最終日

1 舗第 3 号　次第浜西池線道路舗装工事 4,567,500 鹿島道路㈱北陸支店 平成18年12月27日

2 特下委第 7 号　藤寄管渠実施設計業務委託 26,145,000 オリジナル設計㈱新潟事務所 平成19年 3 月23日

3 消防ポンプ自動車購入 12,133,800 新潟モリタ㈱ 平成19年 3 月26日

4 舗第 5 号　蓮潟二ツ山線道路舗装工事 4,305,000 本間道路㈱下越営業所 平成19年 1 月 8 日

5 舗第 6 号　別條 4 号線道路舗装工事 4,095,000 丸運建設㈱下越支店 平成19年 1 月 8 日

6 公下工第57号　杉谷内615号管渠整備工事 1,942,500 ㈲入山建設 平成19年 3 月26日

7 公下工第56号　杉谷内826号管渠整備工事 4,200,000 曽根建㈱ 平成19年 3 月22日

8 公下工第66号　杉谷内公共汚水桝設置工事 (その 7 ) 4,620,000 丸運・丸昭特定共同企業体 平成19年 3 月22日

9 公下工第58号　杉谷内866号管渠整備工事 8,505,000 ㈱聖路総合 平成19年 3 月26日

10 改第11号　正庵線道路改良工事 15,960,000 東港建設興業㈱ 平成19年 3 月20日

11 住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
！

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
！

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

NO!
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総

務

課

11
月
20
日
（
月
）
第
1
回

12
月
6
日
（
水
）
第
2
回

12
月
14
日
（
木
）
第
3
回

● 

町
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
開
催

　

町
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業
を
企

画
・
立
案
・
実
行
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

委
員
は
、
一
般
町
民
、
町
内
各
種

団
体
の
推
薦
お
よ
び
大
学
生
等
に
よ

る
計
23
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
実

行
委
員
長
は
町
長
が
務
め
ま
す
。

　

町
長
か
ら
の
趣
旨
説
明
の
後
、

さ
っ
そ
く
初
回
か
ら
、
事
業
の
検
討

に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め

て
い
ま
す
。
会
は
す
で
に
３
回
目
を

数
え
て
い
ま
す
が
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
活
発
な
意
見

交
換
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
期
間
と
し
て
は
今
年
４

月
か
ら
12
月
ま
で
と
考
え
て
お
り
、

実
行
委
員
会
主
催
記
念
事
業
に
向
け

て
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。

12
月
12
日
（
火
）

●
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
開
催

　

町
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、
平
成

19
年
度
か
ら
の
町
長
、
助
役
、
教
育

長
、
議
員
の
報
酬
額
に
つ
い
て
、
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
に
よ
り
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
景
気
は
回
復
基
調
に

あ
る
も
の
の
依
然
と
し
て
厳
し
い
経

済
状
況
と
現
下
の
社
会
情
勢
で
の
町

政
運
営
の
業
務
内
容
を
総
合
的
に
勘

案
し
た
結
果
、
引
き
上
げ
、
引
き
下

げ
の
措
置
は
適
当
で
は
な
く
、
据
え

置
き
と
す
る
こ
と
が
妥
当
か
つ
適
当

で
あ
る
と
い
う
答
申
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
の
答
申
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
特
別
職
等
の
報
酬
に

つ
い
て
、
来
年
度
予
算
に
反
映
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

11
月
20
日
（
月
）

●
聖
籠
町
除
雪
対
策
協
議
会
開
催

　

降
雪
時
期
を
控
え
、
町
長
を
会
長

と
し
た「
聖
籠
町
除
雪
対
策
協
議
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
議
会
か
ら
議
長
を
は

じ
め
９
名
、
新
発
田
警
察
署
１
名
、

豊
栄
警
察
署
１
名
、
町
消
防
団
か
ら

団
長
は
じ
め
９
名
と
広
域
消
防
聖
籠

分
署
長
の
計
22
名
の
委
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
今
年
の
除
雪
体
制
の
確

認
や
町
道
と
国
・
県
道
の
除
雪
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
の
あ
と
、
昨
年
の

除
雪
状
況
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
消
雪
パ

イ
プ
の
稼
動
に
つ
い
て
の
要
望
や
除

雪
機
械
の
配
備
な
ど
へ
の
発
言
が
あ

り
、
こ
の
冬
の
除
雪
に
つ
な
が
る
貴

重
な
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
来
る
べ
き
冬
将
軍

に
備
え
万
全
な
体
制
を
整
え
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

11
月
24
日
（
金
）

● 

第
11
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・ 

聖
籠
町
家
庭
・
地
域
教
育
審
議
会

条
例
（
案
）

・
学
校
、
園
で
の
禁
煙

　

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

11
月
２
日
（
木
）

●
学
校
訪
問

・ 

第
14
回
教
育
委
員
会
学
校
訪
問
会

食
実
施
（
亀
代
小
学
校
）

農
業
委
員
会

11
月
27
日
（
月
）

● 

聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第
33

回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所

有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
の
外
２
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

町
の
動
向

町
の
動
向

町
の
動
向

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

今
年
も
グ
ア
ム
キ
ャ
ン
プ

で
ス
タ
ー
ト

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
に
シ
ー
ズ
ン
を
終
え

て
か
ら
つ
か
の
間
の
休
み
を
経
て
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選
手
た
ち

が
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
帰
っ
て
き
ま

す
。
昨
年
と
同
様
に
、
厳
し
い
寒
さ

の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
潟
で

１
週
間
程
度
体
を
動
か
し
、
１
次

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
グ
ア
ム
へ
向

け
て
出
発
し
ま
す
。
海
外
で
の
キ
ャ

ン
プ
に
な
り
ま
す
が
、

実
は
グ
ア
ム
で
は
他

の
Ｊ
リ
ー
グ
の
ク
ラ

ブ
が
い
く
つ
か
キ
ャ

ン
プ
を
張
る
そ
う
で
、

日
本
人
に
と
っ
て
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
観
光
地

で
あ
る
こ
と
も
考
え

る
と
、
ほ
と
ん
ど
外

国
に
来
た
気
は
し
な

い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
は
、
昨
シ
ー
ズ

ン
か
な
り
の
試
合
で

対
戦
相
手
に
走
り

勝
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
も
、
１
年
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る

キ
ャ
ン
プ
で
じ
っ
く
り
と
体
を
鍛
え
、

ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
て
い
れ
ば
こ
そ
。

グ
ア
ム
で
は
充
実
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
み
、
今
年
３
月
に
開
幕
す
る

Ｊ
１
リ
ー
グ
で
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
を
喜
ば
せ
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ッ

カ
ー
を
披
露
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

あ
り
が
と
う

　

昨
シ
ー
ズ
ン
限
り
で
契
約
を
満
了

し
、
新
潟
を
去
る
選
手
た
ち
が
い
ま

す
。
常
に
進
化
を
要
求
さ
れ
る
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
の
世
界
に
お
い
て
は
仕
方

の
な
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
で
も
今

ま
で
活
躍
し
て
く
れ
た
選
手
た
ち
の

姿
を
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
は
、

寂
し
い
気
持
ち
を
抑
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
新
潟
を
去
る
選
手
た
ち
は
、
一

様
に
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

の
皆
さ
ん
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

や
は
り
サ
ッ
カ
ー
選
手
た
ち
に

と
っ
て
は
、
沢
山
の
お
客
さ
ん
に
声

援
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
練
習
場

で
あ
た
た
か
く
接
し
て
い
た
だ
い
た

り
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
喜
び
で

あ
り
、
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、

選
手
た
ち
を
惜
し
む
声
を
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
で
あ
り

な
が
ら
、
日
本
人
の
よ
う
な
心
を

も
っ
た
Ｍ
Ｆ
の
フ
ァ
ビ
ー
ニ
ョ
選
手

が
ク
ラ
ブ
を
去
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

サ
ポ
ー
タ
ー
や
新
潟
の
方
々
か
ら
悲

し
み
と
残
念
な
気
持
ち
を
伝
え
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。な
ご
り
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、

旅
立
つ
選
手
た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
、
今
後
の
活
躍
を
祈
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

（
写
真
・
記
事
提
供
・

　
　
　
　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活

動
な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

注
目
の
選
手

　

昨
年
の
10
月
号
に
一
度
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
07
年
に
今
シ
ー
ズ
ン
以
上

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
松
下
選
手
を

再
度
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
途
中
か
ら
新
潟
に
加

入
し
た
Ｍ
Ｆ
の
松
下
年
宏
選
手
は
、

19
試
合
に
出
場
し
3
得
点
。
右
サ
イ

ド
を
中
心
に
、
ス
ピ
ー
ド
溢
れ
る
プ

レ
ー
と
正
確
な
右
足
の
キ
ッ
ク
に
よ

る
、
シ
ュ
ー
ト
・
パ
ス
で
チ
ー
ム
に

大
き
な
貢
献
を
果
た
し
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
途
中
に
移
籍
す
る
と
い
う

の
は
、
新
し
い
チ
ー
ム
に
馴
染
め
る

か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
松
下
選
手
は
持
ち
前
の

明
る
い
性
格
で
、
ず
っ
と
以
前
か
ら

新
潟
に
所
属
し
て
い
た
か
の
よ
う
に

溶
け
込
み
、
遺
憾
な
く
実
力
を
発
揮

し
て
く
れ
ま
し
た
。
よ
り
新
潟
で
の

生
活
に
馴
染
む
だ
ろ
う
今
季
は
、
ま

す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
代
表
と
し
て
日
の
丸
を
つ
け

て
プ
レ
ー
す
る
と
い
う
大
き
な
目
標

を
持
つ
松
下
選
手
。
練
習
場
や
ビ
ッ

グ
ス
ワ
ン
で
の
プ
レ
ー
に
熱
い
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｍ
Ｆ
　　

 　
　
　

松
下 

年
宏 

選
手

各班で出された意見を発表
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11
月
26
日
（
日
）、
商
工
会
青
年

部
が
同
部
設
立
30
周
年
を
記
念
し
て

町
民
会
館
前
の
広
場
に
「
地
域
に
灯

り
を
と
も
そ
う
」
と
８
メ
ー
ト
ル
の

巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
建
設
し
、

点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
、
約

８
千
個
の
電
飾
を
使
い
会
員
が
手
作

り
し
た
も
の
で
、
土
台
に
は
町
内
4

こ
ど
も
園
の
園
児
が
描
い
た
壁
画
も

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

点
灯
式
は
、
会
場
で
選
ば
れ
た
子

ど
も
た
ち
な
ど
に
よ
り
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
が
行
わ
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
が
姿
を
現
す
と
会
場
の
皆
さ
ん

か
ら
は
「
ワ
ー
き
れ
い
」
な
ど
と
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
せ
い
ろ

う
少
年
少
女
合
唱
団
と
聖
籠
中
学
校

吹
奏
楽
部
が
ク
リ
ス
マ
ス
に
合
わ
せ

た
合
唱
と
演
奏
を
披
露
し
点
灯
式
に

花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
豚
の
丸
焼
き
と
雑
煮

が
ふ
る
ま
わ
れ
、
訪
れ
た
約
４
０
０

人
の
家
族
連
れ
は
ツ
リ
ー
の
美
し
さ

と
味
覚
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

第
35
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が

11
月
21
日
（
火
）
〜
22
日
（
水
）
に

徳
島
県
徳
島
市
の
「
ア
ス
テ
ィ
と
く

し
ま
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
行
わ
れ
た
、
全
国
の

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
優
良
郡
市
町

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
で
、
新

潟
県
か
ら
聖
籠
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
42
年

に
結
成
さ
れ
た
聖
籠
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

市
町
村
合
併
が
進
む
中
、
全
国
で

は
約
１
、８
０
０
も
の
市
町
村
が
あ
り

そ
の
中
か
ら
48
団
体
に
贈
ら
れ
る
優

良
郡
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表

彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
制
施
行
30
周
年
記
念
を
迎
え
よ

う
と
す
る
節
目
に
、
価
値
の
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
聖
籠
町
の
名
前
が
全
国

に
発
信
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
よ
ろ
こ

ば
し
い
こ
と
で
す
。
今
後
も
、
全
国

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
模
範
と
な
る
よ
う
、

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
聖
籠
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
だ
け
で
は
な
く
、
聖
籠
町

長
は
じ
め
、行
政
の
各
機
関
の
方
々
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
方
々
、
町
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
代
表
で
い
た
だ

い
た
表
彰
と

思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

聖
籠
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

町
民
会
館
前
に

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
輝
く

―
 

商
工
会
青
年
部
設
立
30
周
年
記
念
事
業 ―

町
民
会
館
前
に

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
輝
く

―
 

商
工
会
青
年
部
設
立
30
周
年
記
念
事
業 ―

商 工 会
青 年 部

優
良
郡
市
町
村

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

表
彰
受
賞

優
良
郡
市
町
村

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

表
彰
受
賞

老人クラブ
連 合 会

町老人クラブ連合会堀会長（右）と
事務局
徳島市「アスティとくしま」にて

　

網
代
浜
集
落
で
は
、
毎
年
親
睦
と

融
和
を
深
め
る
た
め
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

21
回
目
の
今
年
は
、
毎
年
恒
例

だ
っ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
か
ら
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
に
変
更
し
11
月
12
日（
日
）

亀
代
地
区
多
目
的
屋
内
運
動
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

網
代
浜
支
部
長
の
高
橋
一
巳
さ
ん

か
ら
「
年
配
者
か
ら
小
さ
な
お
子
さ

ん
ま
で
楽
し
ん
で
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
覚
え
や
す
く
や
さ
し
い

ル
ー
ル
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
変
え

ま
し
た
」と
説
明
の
後
、競
技
ス
タ
ー

ト
で
す
。

　

参
加
者
は
初
め
て
の
方
、
緊
張
気

味
の
方
、
練
習
熱
心
な
方
、
貫
禄
を

感
じ
さ
せ
る
方
な
ど
様
々
で
し
た
が
、

や
が
て
ス
テ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル
を
打
ち

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
と
い
う
単

純
な
ゲ
ー
ム
に
皆
夢
中
。
場
内
は
、

歓
声
が
あ
が
り
笑
顔
で
プ
レ
イ
す
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
７
組
チ
ー
ム
の
勝
因
は

ズ
バ
リ
『
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
』。「
普
段

か
ら
の
お
付
き
合
い
が
実
を
結
び
ま

し
た
。」
と
嬉
し
そ
う
で
す
。
ま
た

家
族
で
参
加
さ
れ
た
方
は
「
チ
ー
ム

と
し
て
一
緒
に
プ
レ
イ
で
き
親
子
で

一
致
団
結
で
き
ま
し
た
。」
小
学
生

か
ら
は
「
ル
ー
ル
が
簡
単
で
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」
と
と
て
も
好
評
で
し

た
。

　

地
域
の
人
た
ち
と
触
れ
合
い
親
し

む
こ
の
よ
う
な
行
事
は
、
殺
伐
と
し

た
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
昨
今
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
を
保
つ
上
で
と
て
も
貴

重
で
有
意
義
な
体
験
で
す
。
今
年
出

ら
れ
な
か
っ
た
方
も
来
年
は
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

11
月
25
日
（
土
）
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
中
国
か
ら
新
潟
大

学
な
ど
に
留
学
し
て
い
る
学
生
10
名

と
町
民
25
名
が
参
加
し
て
「
水
餃
子

づ
く
り
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
と
留
学
生
の
皆
さ
ん
は
５

組
に
分
か
れ
て
調
理
開
始
。
最
初
は

餃
子
の
中
に
詰
め
る
具
の
材
料
を
選

び
ま
し
た
。
留
学
生
各
家
庭
の
味
が

あ
る
た
め
具
の
材
料
も
そ
れ
ぞ
れ
違

い
ま
す
。
餃
子
の
皮
は
小
麦
粉
を
こ

ね
て
つ
く
る
本
格
的
な
も
の
で
す
。

ね
っ
て
伸
ば
し
た
後
、
ぎ
こ
ち
な
い

手
つ
き
な
が
ら
も
参
加
者
全
員
で
具

を
包
み
ま
し
た
。

　

１
時
間
ほ
ど
の
調
理
で
出
来
上

が
っ
た
各
班
の
餃
子
を
み
ん
な
で
試

食
、
留
学
生
家
庭
の
秘
伝
の
香
辛
料

を
使
っ
た
班
も
あ
り
、「
お
い
し
い
」、

「
食
べ
す
ぎ
た
」
な
ど
の
声
が
多
く

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

別
れ
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
撮

影
を
す
る
な
ど
、
帰
り
の
車
が
出
発

す
る
ま
で
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
て
で
も
楽
し
い
ね
♪

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

―
 

地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会 ―

初
め
て
で
も
楽
し
い
ね
♪

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

―
 

地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会 ―

網 代 浜
集 落

中
国
留
学
生
の
み
な
さ
ん
と

　
　

食
文
化
交
流
会

　

―
 

水
餃
子
づ
く
り
交
流 ―

中
国
留
学
生
の
み
な
さ
ん
と

　
　

食
文
化
交
流
会

　

―
 

水
餃
子
づ
く
り
交
流 ―

国 際 交 流

楽しそうな笑顔でプレイ

お楽しみ抽選会

優勝した７組のメンバー 聖中吹奏楽部の演奏

蓮野こども園の壁画

蓮潟こども園の壁画

亀代こども園の壁画

聖籠こども園の壁画

1
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待
望
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

　

交
流
棟
で
は
、
毎
年
11
月
中
旬

に
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

飾
り
ま
す
。
落
葉
も
ま
だ
落
ち
き

ら
な
い
頃
か
ら
、生
徒
に「
ツ
リ
ー

を
早
く
飾
っ
て
ほ
し
い
な
!
」
と

急
が
さ
れ
ま
す
。

　
「
も
う
家
で
は
飾
ら
な
く
な
っ

た
よ
」子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
飾
ら
な
く

な
る
お
宅
も
多
く
な
る
の
で
し
ょ

う
。
ラ
イ
ト
が
ピ
カ
ピ
カ
点
灯
す

る
様
子
を
見
て
、
生
徒
か
ら
も

「
チ
ョ
ー
カ
ワ
イ
ン
だ
け
ど
…
」

と
喜
ん
で
く
れ
る
声
を
聞
け
て
、

ど
ん
ぐ
り
た
い
も
満
足
で
す
。

手
作
り
も
あ
る
よ

　

一
方
、
町
民
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス

『
ア
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
』
に
は
、
手

作
り
の
大
き
な
も
み
の
木
が
登
場
。

た
く
さ
ん
の
生
徒
が
参
加
し
て
、

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
装
飾
品
も
ど
ん
ぐ
り
た
い

の
手
作
り
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
が

違
っ
て
い
て
、
ど
れ
も
味
わ
い
深

い
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

残
り
少
な
い
２
学
期
、
二
つ
の

大
き
な
ツ
リ
ー
の
お
か
げ
で
、
交

流
棟
も
賑
や
か
な
ム
ー
ド
に
つ
つ

ま
れ
て
い
ま
す
。

み
ら
い
の
た
ね
ジ
ュ
ニ
ア

と
ん
汁
作
り

（
梅
干
し
も
う
ま
い
〜
）

　

11
月
15
日
（
水
）、
と
ん
汁
と

お
に
ぎ
り
作
り
を
し
ま
し
た
。
こ

の
お
に
ぎ
り
に
は
手
作
り
の
梅
干

し
を
入
れ
て
に
ぎ
っ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。
梅
干
し
作
り
を
手
伝
っ

て
く
だ
さ
っ
た
澁
谷
カ
ツ
子
さ
ん

を
お
招
き
し
ま
し
た
。
大
鍋
に
煮

た
と
ん
汁
と
お
に
ぎ
り
は
と
て
も

お
い
し
く
、
校
長
先
生
や
他
の
先

生
方
に
も
振
舞
わ
れ
、
大
好
評
で

し
た
。

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
を

　
　

買
い
ま
し
た

　

夏
、
教
材
園
の
野
菜
を
売
っ
て

上
げ
た
収
益
の
一
部
で
ヒ
ヤ
シ
ン

ス
の
球
根
を
買
い
ま
し
た
。
校
内

美
化
の
た
め
と
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら

の
ア
イ
デ
ア
で
す
。
何
色
の
花
が

咲
く
の
か
、
も
う
春
が
待
ち
遠
し

く
な
り
ま
す
ね
。

　
「
キ
ャ
ー
！
」
と
２
階
の
大
き
い
組
さ
ん
の
教
室
か
ら
悲
鳴

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に
〝
ド
ン
ッ
〞
と
い
う
音
。

黒
い
め
が
ね
に
白
い
マ
ス
ク
の
変
な
お
じ
さ
ん
の
出
現
。

　

大
き
い
組
さ
ん
は
、
聞
い
て
い
た
園
児
も
い
ま
し
た
が
や
は

り
不
安
そ
う
な
顔
で
し
た
。
で
も
、
さ
す
が
先
生
の
小
さ
な
声

も
聞
き
逃
し
ま
せ
ん
で
し
た
。「
隣
の
ク
ラ
ス
に
み
ん
な
逃
げ

な
さ
い
。」
の
言
葉
に
一
斉
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

真
ん
中
組
さ
ん
は
、
そ
の
場
に
遭
遇
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
笛

の
音
が
な
り
「
何
か
あ
っ
た
！
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
よ

う
で
す
。
園
長
先
生
の
「
み
な
さ
ん
、
林
の
ほ
う
へ
逃
げ
て
く

だ
さ
い
！
」
の
放
送
に
走
っ
た
り
押
し
た
り
も
せ
ず
逃
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

小
さ
い
組
さ
ん
は
、
放
送
後
す
ぐ
担
任
の
先
生
の
と
こ
ろ
へ

集
ま
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

不
審
者
役
の
職
員

は
、「
瞬
間
に
先
生

の
後
ろ
に
全
員
が
隠

れ
た
。
先
生
の
言
う

こ
と
も
聞
き
逃
さ
ず

し
っ
か
り
聞
い
て
い

た
。
先
生
は
強
い
で

す
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

不
審
者
に
「
キ
ャ
ー
」

　
　

― 

非
常
時
訓
練
―

　

近
頃
全
国
各
地
で
盛
ん
な
「
食
育
」
で
す
が
、
こ
ど
も
園
園

児
た
ち
に
も
、
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
11
月
17
日
（
金
）、
町
管
理
栄
養
士
と
食

生
活
改
善
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
と
で
、「
食
育
ミ
ニ
劇
場
」
と

銘
打
っ
た
食
育
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
4
歳
児
、
５
歳
児
を
対
象
に
し
た
、
劇
仕
立
て

の
楽
し
い
内
容
で
し
た
。
劇
中
に
は
、
体
を
大
き
く
す
る
た
ん

ぱ
く
質
の
「
ぐ
ん
ぐ
ん
ち
ゃ
ん
」、
元
気
な
体
を
作
る
野
菜
海

藻
類
の
「
い
き
い
き
ち
ゃ
ん
」、
力
の
出
る
炭
水
化
物
イ
モ
類

の
「
も
り
も
り
ち
ゃ
ん
」
が
登
場
。
こ
れ
ら
３
大
栄
養
素
を
仲

良
く
、
毎
食
食
べ
て
元
気
な
子
ど
も
に
な
ろ
う
、
と
い
う
わ
か

り
や
す
い
お
話
で
し
た
。
最
後
に
「
に
こ
に
こ
食
育
音
頭
」
を
、

全
員
で
楽
し
く
踊
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
給
食
や
お
夕
飯
で
は
、
き
っ
と
覚
え
た
ば
か
り
の

「
ぐ
ん
ぐ
ん
ち
ゃ
ん
」

「
い
き
い
き
ち
ゃ
ん
」

「
も
り
も
り
ち
ゃ
ん
」

の
こ
と
を
話
し
な
が
ら
、

園
児
た
ち
は
し
っ
か
り

ご
飯
を
食
べ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
小
さ
い
と
き

か
ら
「
食
育
」
を
学
び
、

食
の
大
切
さ
を
知
る
第

一
歩
と
な
っ
た
良
い
機

会
で
し
た
。

　

11
月
５
日
（
日
）
は
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
で
し
た
。〝
一
緒
に

遊
ぼ
う
会
〞
と
は
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、最
初
に
大
き
い
組
の
リ
ズ
ム
「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」

歌
「
く
だ
も
の
列
車
」「
ま
っ
か
な
秋
」
の
披
露
で
す
。
リ
ズ

ム
は
、
と
っ
て
も
か
わ
い
く
、
そ
し
て
舞
台
に
あ
が
っ
た
ら
胸

を
張
り
立
派
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　

各
保
育
室
で
も
楽
し
い
遊
び
が
あ
り
ま
し
た
。
３
歳
児
は
、

か
わ
い
ら
し
い
お
ま
ま
ご
と
！
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
に
美
味

し
い
料
理
を
作
っ
て
あ
げ
た
か
な
？
４
歳
児
は
、
秋
の
自
然
物

（
ど
ん
ぐ
り
、
木
の
枝
）
を
利
用
し
て
、
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
な

ど
親
子
で
作
り
ま
し
た
。

　

５
歳
児
は
、色
々
な
お
店
屋
さ
ん
を
出
店
。〝
も
ぐ
ら
た
た
き
〞

で
は
、
必
死
に
な
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
に
回
り
は
ド
キ
ド
キ
！

　

他
に
、
木
工
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
お
父
さ
ん
が
大
活

躍
。
子
ど
も
た
ち
は
尊
敬

の
眼
差
し
で
し
た
。

　

最
後
に
は
、
待
っ
て
い

ま
し
た
！
先
生
方
が
懸
命

に
火
を
お
こ
し
て
作
っ
て

く
れ
た
焼
き
芋
！
み
ん
な

口
に
た
く
さ
ん
詰
め
込
ん

で
食
べ
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

不
審
者
に
「
キ
ャ
ー
」

　
　

― 

非
常
時
訓
練
―

蓮　野

こども園

何
で
も
食
べ
て
、

　

元
気
キ
ッ
ズ
に
な
ろ
う
!

｜

4
・
5
歳
児 

食
育
ミ
ニ
劇
場

｜

何
で
も
食
べ
て
、

　

元
気
キ
ッ
ズ
に
な
ろ
う
!

―
4
・
5
歳
児 

食
育
ミ
ニ
劇
場
―

蓮　潟

こども園

蓮
潟
こ
ど
も
園
ま
つ
り

　
　

―
一
緒
に
遊
ぼ
う
会
―

蓮
潟
こ
ど
も
園
ま
つ
り

　
　

―
一
緒
に
遊
ぼ
う
会
―

亀　代

こども園

町　民
ホームベースからみらいのたね

みらいのたね

せいろう共育ひろば
　

中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
国
税

局
で
は
毎
年
、「
税
に
関
す
る
標

語
」
を
募
集
し
て
お
り
、
平
成
18

年
度
は
聖
籠
中
学
校
の
３
年
生
か

ら
74
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
左
記
の
と
お
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

入
賞
さ
れ
た
高
橋
美
優
さ
ん
、

高
橋
理
穂
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
は
、
中
学
生

の
税
へ
の
関
心
と
納
税
者
の
納
税

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
聖
籠
中
学
校
と
聖
籠
町
役
場

に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

聖　籠

中学校

「
税
に
関
す
る
標
語
」
に

　
　
　
　
　

二
名
が
入
選

　
　
　

ー
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ー

「
税
に
関
す
る
標
語
」
に

　
　
　
　
　

二
名
が
入
選

　
　
　

ー
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ー

高橋　美優さん
（３年生）

標　

語

税
金
は

　

次
代
の
か
け
橋

　
　
　

未
来
の
希
望

新
発
田
税
務
署
長
賞

高橋　理穂さん
（３年生）

標　

語

納
税
は

　

日
々
の
暮
ら
し
に

　
　
　

活
き
て
い
る

聖
籠
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
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亀
代
小
学
校
で
は
、
11
月
か
ら
図
書
館
の
お
手
伝
い
を

募
り
、
毎
週
水
曜
と
金
曜
の
午
前
中
１
時
間
を
使
っ
て
本

の
修
理
や
ラ
ベ
ル
の
貼
り
替
え
を
し
て
い
ま
す
。
図
書
館

司
書
の
宮
野
と
も
さ
ん
は
「
館
内
全
て
の
本
の
手
直
し
は

膨
大
な
数
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
本
の
整
理
が
進
ん
で
い
ま
す
」
と
嬉

し
そ
う
で
す
。

　

11
月
10
日
（
金
）
は
、
５
名
の
保
護
者
が
参
加
。
手
書

き
の
ラ
ベ
ル
を
貼
り
替
え
、
傷
ん
で
い
る
本
に
は
テ
ー
プ

で
補
修
す
る
地
道
な
作
業
を
一
冊
一
冊
丁
寧
に
進
め
て
い

き
ま
す
。「
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
ん

で
も
ら
い
た
い
…
」
そ
ん
な
想
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
明
記
や
区
分
け
が
ま

ち
ま
ち
だ
っ
た
今
の
ラ
ベ
ル
を
一
新
す
る
予
定
と
の
事
。

作
業
完
了
後
、
全
て
の
本
を
並
べ
直
し
た
図
書
館
内
は
、

１
年
生
で
も
本
の
正

し
い
利
用
の
仕
方
を

学
べ
る
そ
う
で
す
。

「
ラ
ベ
ル
は
本
の
戸

籍
。
ど
の
場
所
に
あ

る
の
か
、
ど
こ
へ
返

す
の
か
覚
え
て
ほ
し

い
」
そ
う
宮
野
さ
ん

は
願
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
25
日
（
土
）
１
歳
児
を
対
象
と
し
た
〝
一
緒
に
遊

ぼ
う
会
〞
が
開
か
れ
ま
し
た
。
年
齢
別
に
開
催
さ
れ
る
の

は
、今
年
が
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。小
麦
粉
粘
土
コ
ー
ナ
ー

は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
動
物
、
ケ
ー
キ
な
ど
上
手

に
作
製
し
て
い
る
横
で
、
子
ど
も
た
ち
は
粘
土
の
感
触
を

楽
し
み
、
ガ
ラ
ガ
ラ
コ
ー
ナ
ー
は
、
ど
ん
ぐ
り
、
木
の
実
、

ビ
ー
ズ
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
小
さ
い
口
か
ら
上
手
に
入
れ

た
り
、
出
し
た
り
、
音
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
口
に
入
れ
る
と
危
険
な
の
で
、
園
で
は
体
験

で
き
な
い
遊
び
で
す
。「
今
日
は
、
ご
両
親
が
付
い
て
い

て
く
れ
て
い
る
の
で
出
来
る
ん
で
す
」
と
先
生
の
言
葉
。

　

散
歩
の
時
間
に
、
松
ぼ
っ
く
り
、
ど
ん
ぐ
り
と
拾
う
も

の
を
順
々
に
小
さ
く
し
て
い
き
、
口
に
入
れ
な
い
こ
と
も

確
か
め
た
そ
う
で
す
。
ど
う
り
で
、
粘
土
も
ど
ん
ぐ
り
も

口
に
入
れ
る
園
児
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
天
気

の
良
い
こ
の
日
、
外
に
出

て
大
好
き
な
す
べ
り
台
や

築
山
で
親
子
一
緒
に
遊
び

ま
し
た
。
ひ
と
つ
の
遊
び

を
す
る
と
、
ペ
ン
ダ
ン
ト

に
ひ
と
つ
ず
つ
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
も
ら
い
大
喜
び
で

し
た
。
ど
の
子
も
ス
テ
キ

な
笑
顔
で
過
ご
し
ま
し

た
。

　

亀
代
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
で
は
11
月
16
日
（
木
）、
シ

ル
バ
ー
カ
ー
を
聖
豊
は
す
が
た
園

へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
当
日
は
小
雨

降
る
寒
い
中
、
児
童
の
玄
関
前
に

は
委
員
会
以
外
の
児
童
も
集
ま
り

利
用
者
を
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。

　

会
の
活
動
の
ひ
と
つ
に
ア
ル
ミ

缶
集
め
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
１
年

間
に
１
箱
10
キ
ロ
以
上
の
も
の
を

20
箱
以
上
も
集
め
、
そ
の
売
却
代

金
で
３
台
購
入
し
ま
し
た
。
６
年

生
の
佐
藤
莉
央
さ
ん
は
「
ポ
ス

タ
ー
を
描
い
て
全
校
に
呼
び
か
け
、

こ
れ
だ
け
の
量
を
集
め
る
事
が
出

来
ま
し
た
」
６
年
生
の
中
村
渉
さ

ん
は
「
空
き
缶
小
屋
ま
で
運
ぶ
の

が
重
く
て
大
変
で
し
た
」
と
話
し

ま
す
。

　

特
に
夏
場
、
悪
臭
の
中
で
の
空

き
缶
つ
ぶ
し
は
辛
か
っ
た
そ
う
で

「
き
ち
ん
と
中
を
洗
っ
て
か
ら
出

し
て
ほ
し
い
」
と
一
言
苦
言
も
飛

び
出
し
ま
し
た
。
最
低
限
の
マ

ナ
ー
、守
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
他
、
募
金
活
動
や
ゴ
ミ
拾

い
、
ア
ル
ミ
缶
を
売
っ
た
代

金
で
金
魚
を
購
入
し
飼
育
委

員
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り

し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
役
に
立
ち
た
い
」

と
思
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

行
動
に
移
す
の
は
な
か
な
か

難
し
い
も
の
。
こ
れ
か
ら
も

『
誰
か
の
た
め
に
…
』
コ
ツ

コ
ツ
と
続
け
て
ほ
し
い
活
動

で
す
。

聖　籠

こども園

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

　

一
緒
に
遊
ぼ
う
よ
!

―
1
歳
児
一
緒
に
遊
ぼ
う
会
―

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

　

一
緒
に
遊
ぼ
う
よ
!

―
1
歳
児
一
緒
に
遊
ぼ
う
会
―

亀　代

小学校

み
ん
な
の
力
で

　

ア
ル
ミ
缶
を
集
め
て
…

〜
シ
ル
バ
ー
カ
ー
3
台
を
寄
贈
〜

み
ん
な
の
力
で

　

ア
ル
ミ
缶
を
集
め
て
…

〜
シ
ル
バ
ー
カ
ー
3
台
を
寄
贈
〜

　

山
倉
小
学
校
で
は
福
祉
教
育
の

一
環
と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
訪

問
し
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合

う
総
合
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
14
日
（
火
）
は
３
年
生
が
可

愛
い
ウ
エ
イ
タ
ー
と
ウ
エ
イ
ト
レ

ス
に
変
身
し
喫
茶
店
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
茶
と

珈
琲
、
お
菓
子
は
ス
イ
ー
ト
ポ
テ

ト
・
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
・

抹
茶
羊よ

う

羹か
ん

の
三
種
類
。
全
て
栄

養
士
さ
ん
の
手
づ
く
り
お
や
つ
で

す
。

　
「
ど
れ
に
し
ま
す
か
？
」「
か
し

こ
ま
り
ま
し
た
」「
お
待
た
せ
し

ま
し
た
」
と
注
文
を
聞
き
お
菓
子

と
お
茶
を
お
盆
に
乗
せ
両
手
で
運

ぶ
児
童
た
ち
の
応
対
は
し
っ
か
り

と
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
賑
や
か

に
お
や
つ
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

終
始
緊
張
気
味
の
児
童
た
ち
で

し
た
が
、
最
後
に
「
美
味
し

か
っ
た
よ
、
あ
り
が
と
う
」

「
ま
た
来
て
ね
」
と
声
を
か

け
ら
れ
、
よ
う
や
く
ホ
ッ
と

ひ
と
息
で
す
。「
運
ぶ
の
が

難
し
か
っ
た
」「
お
話
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
感

想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

核
家
族
化
が
進
む
中
、
高

齢
者
と
接
す
る
機
会
が
少
な

い
子
ど
も
た
ち
に
は
と
て
も

貴
重
な
体
験
で
し
た
。

山　倉

小学校

笑
顔
も
一
緒
に
運
ん
だ
よ

　

出
張
喫
茶
店
オ
ー
プ
ン
!

　
　
　
　
　

―
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訪
問
―

笑
顔
も
一
緒
に
運
ん
だ
よ

　

出
張
喫
茶
店
オ
ー
プ
ン
!

　
　
　
　
　

―
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訪
問
―

覚
え
て
ね

　

ラ
ベ
ル
は
本
の
戸
籍
で
す
!

　
　
　

ー
図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

覚
え
て
ね

　

ラ
ベ
ル
は
本
の
戸
籍
で
す
!

　
　
　

ー
図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

　

朝
、
通
勤
の
途
中
で
、
と
て
も
い
い
気

分
に
さ
せ
て
く
れ
る
光
景
に
出
会
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
蓮
野
小
学
校
の
通
学
生
の

集
団
で
す
。

　

横
断
歩
道
で
車
を
止
め
る
と
、
深
々
と

お
じ
ぎ
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
あ
た
り
前
の
こ
と
を
し
て

い
る
だ
け
な
の
に
、
こ
う
い
う
感
謝
の
気

持
ち
を
示
さ
れ
る
と
、
心
が
と
て
も
あ
た

た
か
く
な
り
ま
す
。
そ
の
い
い
伝
統
を
絶

や
さ
な
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

蓮
小
児
童
の
マ
ナ
ー
に

　
　
　
　

心
あ
た
た
ま
る

匿　

名　

希　

望

　

12
月
１
日
（
金
）、
蓮
野
小
学

校
で
は
４
年
生
が
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
環
境
問
題
を
勉
強
し
た

４
年
生
た
ち
が
、
家
に
あ
る
不
用

品
を
捨
て
ず
に
持
ち
寄
り
、
欲
し

い
人
に
譲
っ
て
使
っ
て
も
ら
お
う
、

と
い
う
学
習
の
一
環
で
、
実
施
し

た
も
の
で
す
。
第
１
回
目
を
、
10

月
の
授
業
参
観
時
に
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
実
施
し
、
大
変

好
評
で
し
た
。

　

今
回
は
全
校
児
童
を
対
象
に
、

お
金
を
や
り
取
り
す
る
の
で
は
な

く
、「
ア
ル
ミ
の
空
き
缶
」
を
お

金
の
代
わ
り
に
し
ま
し
た
。「
空

き
缶
○
個
分
」
と
い
う
値
段
の
付

け
方
に
、
若
干
苦
労
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

４
年
生
た
ち
は
六
つ
の
お
店
に

分
か
れ
、
入
念
に
準
備
を
整
え
、

い
ざ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン
で
す
。

　

開
店
時
間
の
お
昼
休
み
が
始
ま

る
と
、
た
く
さ
ん
空
き
缶
を
手
に

し
た
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
が

集
ま
り
、
お
店
は
い
き
な
り
大
繁

盛
で
す
。

　

ぬ
い
ぐ
る
み
や
お
も
ち
ゃ
、

漫
画
本
な
ど
商
品
は
並
べ
方

が
工
夫
さ
れ
、
お
店
番
の
４

年
生
も
接
客
は
手
馴
れ
た
も

の
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に

商
品
は
売
れ
て
い
き
、
最
後

に
は
ど
の
店
も
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
大
成

功
！
お
疲
れ
様
で
し
た
。

蓮　野

小学校

ど
の
お
店
も

　
　

大
繁
盛
で
し
た
!

　
　
　

―
4
年
生
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
―

ど
の
お
店
も

　
　

大
繁
盛
で
し
た
!

　
　
　

―
4
年
生
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
―
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　広報せいろうへの掲載記事を次のとおり募集します。みなさんの応募をお待ちしています。

①趣味の紹介や地域の話題など
　手芸、写真、園芸などの趣味や地域の祭り、行事、ペット自慢、ほのぼのとした出来事などで広報に紹介した
い話題がありましたらご連絡ください。
②聖籠の風
　町の業務や行事、あるいは地域や学校でのことなど、日々の生活の中で感じたことなどをお寄せください。（良
かったこと、又良くなかったこと）子どもたちの意見も大歓迎です。600字以内でお書きください。
③イラスト自慢大募集
　絵を描くのが大好きな子どもたち、自慢のイラストをハガキの裏に書いてどんどん送ってください。（黒一色
でハッキリと書いてください）
　４コマ漫画も募集しています。
④『町政ポスト』Ｑ＆Ａ
　町政への積極的なご意見、ご提案など（聖籠町の将来像、私はこう考える…）を町民の皆様から寄せていただ
くために、設けられたハガキによる広聴制度です。町長が目を通し、担当課で回答いたします。よりよい町づく
りのために、あなたのご意見をお寄せください。
■応募方法■
○ 町政ポスト用のハガキでお寄せください。（趣味の紹介や地域の話題の情報提供は電話可）切手を貼らずに投

函できます。なお、このハガキは
①役場一階の総合案内　②保健福祉センターの窓口　③町民会館の窓口　
④診療所の窓口　⑤図書館のカウンターの５か所に設置してあります。ど
んどんお寄せください。

○ なお、氏名・住所・電話番号の記載のないものは掲載いたしませんので、
必ず記入してください。（匿名希望、ペンネーム希望と書いてくだされば
名前は掲載しません）

※ 投稿原稿の趣旨を変えずに削ったり直したりする場合があります。また、紙面の都合に
より掲載しない場合や掲載時期が遅れる場合がありますのでご了承ください。

○採用された方には、図書券を差しあげます。
役場総務課　広報担当　☎２７－２１１１（内線２２６）

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

皆さんの
応募を

お待ちして
います。

募集募集広報への掲載記事を募集募集募集募集しています

　

今
月
は
、
ひ
ば
り
が
丘
に
お
住
ま

い
の
佐
藤
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
２
歳
の
女
の
子
と

穂
乃
奏
ち
ゃ
ん
の
二
人
の
お
母
さ
ん

で
す
。
穂
乃
奏
ち
ゃ
ん
は
、
離
乳
食

を
何
で
も
食
べ
て
く
れ
る
マ
マ
思
い

の
お
子
さ
ん
で
す
。
食
べ
る
の
が
大

好
き
で
、
特
に
野
菜
が
大
好
き
。

き
っ
と
、
す
く
す
く
と
育
つ
の
で

し
ょ
う
ね
。

　

で
も
、
寝
て
く
れ
な
い
の
が
マ
マ

の
大
変
な
と
こ
ろ
。
お
ん
ぶ
を
す
る

と
寝
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
お
ろ
す

と
す
ぐ
お
き
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

き
っ
と
、
マ
マ
の
背
中
が
大
好
き
な

の
で
し
ょ
う
ね
。

　

上
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
反
抗
期
。

穂
乃
奏
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
ち
ょ
っ

と
や
き
も
ち
！
。
マ
マ
、
パ
パ
は
ま

ず
自
分
を
抱
っ
こ
し
て
欲
し
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
す
。
２
歳
と

い
う
ま
だ
小
さ
い
女
の
子
。
精
一
杯

訴
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。そ
ん
な
、

気
持
ち
マ
マ
も
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て

い
る
の
で
す
が
、マ
マ
の
手
も
一
つ
。

そ
ん
な
様
子
を
み
て
、
中
条
に
住
む

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
遊
び
に
来
て
く
れ

る
そ
う
で
す
。

　

パ
パ
も
、休
み
の
日
は
遊
ん
だ
り
、

散
歩
し
た
り
育
児
に
は
協
力
し
て
く

れ
る
そ
う
で
す
。
夜
中
も
ミ
ル
ク
を

作
っ
て
く
れ
た
り
、
上
の
お
子
さ
ん

が
起
き
な
い
よ
う
見
て
い
て
く
れ
た

り
と
頼
も
し
い
限
り
で
す
。そ
し
て
、

た
ま
に
、
気
分
転
換
に
二
人
で
ア
ル

ビ
の
試
合
を
見
に
行
こ
う
と
誘
っ
て

く
れ
る
そ
う
で
す
。「
楽
し
い
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
家
に
い
る
二
人
の
お
子
さ

ん
が
気
に
な
り
百
パ
ー
セ
ン
ト
は
楽

し
め
な
い
ん
で
す
」
と
母
の
顔
を
の

ぞ
か
せ
ま
す
。

　

二
人
目
と
い
う
こ
と
で
、
気
持
ち

的
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
か
？
と
た
ず

ね
る
と
「
二
人
と
も
違
う
の
で
、
初

め
て
の
こ
と
み
た
い
で
日
々
勉
強
で

す
」
と
意
欲
的
に
育
児
を
こ
な
す
佐

藤
さ
ん
。
優
し
い
旦
那
様
、
お
母
さ

ん
に
上
手
に
甘
え
て
日
々
の
勉
強
を

が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

恥
ず
か
し
そ
う
に
で
も
、
快
く
取

材
に
応
じ
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

マ
マ
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た

マ
マ
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
！！

〜
11
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
〜

町の宝
で～す
11 月の

乳児健診から

齋藤　莉
り あ

愛ちゃん

杉林　佑
ゆう

ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉セ
ンターで行われている乳
児健診会場で４か月健診
対象乳児を撮影していま
す。

　

12
月
10
日
（
日
）、
消
防
団
主

催
に
よ
る
団
員
を
対
象
と
し
た
救

急
救
命
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
開
催
は
今
年
度
２
回

目
と
な
り
ま
す
。
講
習
は
、
人
工

呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
心
肺

蘇
生
法
と
、
蘇
生
率
の
向
上
に
非

常
に
有
効
な
手
段
と
な
る
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
利
用
し
た
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
操
作
方
法
を
習
得

す
る
も
の
で
す
。
町
で
も
７
月
か

ら
こ
の
除
細
動
器
が
役
場
、
町
民

会
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
聖

海
荘
、
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
診
療
所
の
丸
山
先

生
と
消
防
署
員
の
方
々
を
講
師
に
、

消
防
団
員
69
名
が
心
肺
蘇
生
法
、

除
細
動
器
の
講
義
を
受
け
、
真
剣

に
実
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
団
員
か
ら
は
、「
心
肺

蘇
生
の
方
法
も
以
前
と
変
わ
っ
て

い
る
。
継
続
し
て
勉
強
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」、「
い
ざ
と
い
う
と

き
に
、
家
族
や
身
近
に
い
た
人
を

助
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
で
は
、
３
３
０
名
を
数

え
る
消
防
団
員
が
地
域
で
の
火

災
・
水
難
・
交
通
事
故
な
ど
に
遭

遇
し
、
ま
さ
に
救
命
措
置
が
必
要

な
と
き
に
迅
速
、
適
切
に
対
処
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
救
急
救
命
講

習
会
を
実
施
し
、
救
命
救
急
の
知

識
、
技
能
の
よ
り
一
層
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

佐藤 美
み か こ

佳子さん
（ひばりが丘）

穂
ほ の か

乃奏ちゃん
（７か月）

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に

・
・
い
ざ
と
い
う
と
き
に
・
・

―
消
防
団
員
救
急
救
命
講
習
会
―

　　　　　　投稿すると
　　　　　きは濃い鉛筆
　　　　かペンで書いて
　　　ください。（薄い
　　 ものは掲載できま
　 せん）名前は必ず書
　いてください。（ペン
ネーム希望の場合は名前
の横にペンネーム『○○
○』と書いてください。
　1か月に一人1枚だけ
受け付けます。

イ
ラ
ス
ト
自
慢

島田 貴章さん 9歳カナッチさん 10歳ミッキー大好きさん 10歳

将来の顔さん 12歳ポケモン大好きさん 14歳アジシオ太郎さん 15歳 アンパンマン‼さん 11歳

髙崎 真莉亜さん 6歳

クラッカーさん 13歳

はまさん 14歳
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第37回 新潟県ジュニア第37回 新潟県ジュニア 美術展覧会入賞作品美術展覧会入賞作品第37回 新潟県ジュニア第37回 新潟県ジュニア 美術展覧会入賞作品美術展覧会入賞作品

奨 励 賞
岩 渕　彩 未
蓮野こども園 ５歳児

優 秀 賞
志 摩　萌 子
蓮野小学校４年

奨 励 賞
桜 井　雄 登
山倉小学校２年

奨 励 賞
小 川　千 里
蓮野小学校３年

奨 励 賞
細 貝　水 輝
亀代小学校３年

奨 励 賞
神 村　有 紀
山倉小学校４年

奨 励 賞
渡 辺　茉 優
蓮野小学校４年

奨 励 賞
保 科　未 歩
山倉小学校５年

奨 励 賞
澤 田　綾 夏
亀代小学校５年

奨 励 賞
斎 藤　千 愛
蓮野小学校６年

奨 励 賞
佐 藤　美 樹
聖籠中学校１年

奨 励 賞
真嶋　ちはる
聖籠中学校３年

　

子
ど
も
た
ち
の
美
の
祭
典
「
第
37
回
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術

展
覧
会
」（
主
催
：
新
潟
日
報
社
、
県
教
育
委
員
会
な
ど
）
に

入
賞
し
た
町
の
子
ど
も
た
ち
15
名
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ど
の
作
品
か
ら
も
、
素
直
な
表
現
力
の
素
晴
ら
し
さ
、
躍
動

感
そ
し
て
絵
を
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

奨 励 賞
渋 谷　拓 未
山倉小学校１年

奨 励 賞
土 田　徹 郎
山倉小学校１年

奨 励 賞
吉川　真理乃
亀代小学校１年
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町
へ
絵
画

　

山
大
夫
の
故
土
田
ふ
み
さ
ん
の
ご
遺
族
の
方
（
長
男
の
妻

麗
子
さ
ん
）
か
ら
町
へ
絵
画
１
９
０
点
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
度
の
寄
贈
は
、土
田
ふ
み
さ
ん
の
長
男
弘
文
さ
ん（
故

人
）
の
「
母
が
町
の
福
祉
に
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
」
と

の
生
前
の
ご
意
思
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

土
田
ふ
み
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
68
歳
の
と
き
に
脳
梗
塞
に

み
ま
わ
れ
、
そ
の
後
遺
症
で
右
半
身
に
ま
ひ
が
残
っ
た
そ
う

で
す
。

　

そ
の
翌
年
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
絵
画
教
室
を
受
講
、
ご

家
族
が
「
左
手
で
描
い
た
ら
」
と
い
う
と
「
右
利
き
だ
か
ら
」

と
が
ん
こ
に
不
自
由
な
右
手
で
筆
を
も
ち
１
年
か
け
て
リ
ハ

ビ
リ
し
右
手
が
使
え
る
ま
で
回
復
し
た
そ
う
で
す
。

　

以
来
、
絵
画
の
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
「
描
く
と
い

う
こ
と
は
命
で
あ
る
」
を
信
条
と
し
て
、
描
い
た
作
品
は
20

年
で
約
２
０
０
点
を
数
え
数
々
の
展
覧
会
で
入
賞
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

麗
子
さ
ん
は
、「
母
は
、
東
京
神
田
の
生
ま
れ
で
、
女
学

校
時
代
は
画
家
に
な
り
た
か
っ
た
よ
う
で
す
が
時
代
が
許
さ

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
脳
梗
塞
に
な
っ
て
自
分
の
道
を
見
つ

け
、
展
覧
会
に
出
品
し
賞
を
も
ら
う
の
が
励
み
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
画
を
「
蓮
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

な
ど
に
展
示
し
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

土
田
ふ
み
さ
ん
は
、平
成
７
年
に
卒
寿
の
記
念
と
し
て
「
土

田
ふ
み
絵
画
集
」
を
発
行
し
て
お
り
、
町
の
図
書
館
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

故 

土
田 

ふ
み
さ
ん

明
治
39
年
〜
平
成
17
年

◀「グラジオラス」
昭和60年 第15回新発田市美術展覧会
奨励賞

描くことは命　69歳からの作家活動

を
寄
贈

「早春」▶
昭和56年 第36回県展入選

◀「たらい舟」
平成４年 第２回新潟県シニア絵画展
理事長賞

「白雪の八海山」▶
平成５年 ホワイト美術館 第２回
八海山スケッチコンテスト入選

「月見草咲く新住地」▶
平成５年 第１回アークベル県民
アマチュア絵画展奨励賞


